
【大阪府立農芸高等学校 ツツジ並木】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪講評≫ 

大阪府立農芸高校では、75 年前に元々農地であった現在の場所に移転されたことにより、

農道や畦を利用していた周辺住民の通行を確保するために校内に敷地内通路が設置された。

その沿道に植栽されたヒラドツツジは、4 月下旬から 5 月にかけて道路脇を濃淡のピンク色

に染め上げ、このツツジ並木は、自由に行き交うことのできる住民の方々にとって、地域を

代表する景観スポットとなっている。高校生たちは、周辺住民の方々へのおもてなしの気持

ちを持って、この良好な景観の維持活動を続けている。ヒラドツツジが浅根性であるといっ

た特性を学習し、春の剪定や夏場の毎日 2回の潅水など非常に手間の係る管理作業を実践し

ていることが高く評価された。 

（下村 泰彦 委員） 

 

 

 

 

 

 

 

所 在 地：美原区北余部 595－1 

活動関係者：大阪府立農芸高等学校 ハイテク農芸科 

                  代表者   山口美波 

                      上村玲乃 

 

 


